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ツ
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ニ

ア
ー
訴
訟
」
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８
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口

頭
弁
論
が
１９
日
、
東
京
地

裁

（古
田
孝
夫
裁
判
長
）

で
あ
り
、
傍
聴
席
が
満
員

と
な
っ
た
法
廷
で
東
京
と

神
奈
川
に
住
む
原
告
が
工

事
に
よ
る
被
害
へ
の
不
安

を
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し
ま
し
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。

東
京
都
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川
区
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む

丼
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八
重
子
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を
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の
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底
解
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と
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め
る
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会
」
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た
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明

を
求
め
る
活
動
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
報
告
。
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一

横
田
一
さ
ん
が
講
演
し
、

野
党
が
国
会
で
安
倍
土
建

政
治
を
追
及
し
て
ほ
し
い

と
語
り
ま
し
た
。
沿
線
自

治
体
か
ら
の
参
加
者
は

「地
権
者
か
ら
地
盤
沈
下

の
危
険
な
ど
へ
の
不
安
が

高
ま
っ
て
い
る
」
「ゼ
ネ

コ
ン
が
肥
え
て
、
私
た
ち

の
財
産
権
や
生
存
権
が
脅

か
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よ

う
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し
た
。

日
本
共
産
党
の
本
村
伸

子
衆
院
議
員
、
辰
日
孝
太

郎
、
山
添
拓
両
参
院
議

員
、
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民
党
の
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島
瑞
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剛

「 党
』
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で
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一
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げ
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な
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い
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

亥
渕

扮綺厳 R「■|‐ ■隕


